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研究要旨 

季節性インフルエンザウイルスの分離にはイヌ腎由来株化細胞［Madin-Darby Canin Kidney（MDCK）

細胞］が慣習的に使用されているが、近年、特に A/H3N2 亜型ウイルスについて、MDCK 細胞を用い

た分離・増殖の効率低下の傾向が報告されている。そこで本研究では、季節性インフルエンザウイ

ルス全般の分離・増殖効率を改善する可能性のある細胞株の性状解析を行った。 

 

Ａ．研究目的 

流行期ごとの季節性インフルエンザウイルス

の性状（抗原性や抗ウイルス薬感受性）を理解

することは、適切なワクチン株を選定する、あ

るいは抗ウイルス薬耐性株の出現・拡がりに対

する対策を施す上で、大変重要である。そのた

めには、流行期の患者臨床検体からのインフル

エンザウイルス分離が必須となる。インフルエ

ンザウイルスの分離にはイヌ腎由来株化細胞

［Madin-Darby Canin Kidney（MDCK）細胞］が

長く慣習的に使用されている。しかしながら近

年、特に季節性ウイルスのひとつである

A/H3N2 亜型ウイルスについて、MDCK 細胞を

用いての分離・増殖効率の低下傾向が報告され

てきており、野外流行株の分離捕捉率の低下、

またこれによる流行株性状の正確な把握が妨

げられることが懸念されている。そこで、季節

性インフルエンザウイルス全般の分離・増殖効

率の改善を見込める細胞株を探索・樹立し、そ

の細胞株をインフルエンザ流行株分離用基材

として地方衛生研究所に配布、活用してもらう

ことでインフルエンザウイルス株サーベイラ

ンスへ貢献することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

現在感染研では、MDCK および MDCK-SIAT1

（SIAT1）細胞あるいは hCK 細胞（いずれも季節

性インフルエンザウイルスのレセプターを多

く発現している細胞）をウイルスの分離・増殖

に使用しており、一定の効果を上げている。し

かしながら、特に SIAT1 細胞および hCK 細胞は

培養維持費が高額である点で、地衛研での恒常

的な使用については難しい面がある。また１種

類の細胞でウイルス分離出来る方が、地衛研で

の細胞の維持の点からも望ましい。季節性イン

フルエンザウイルスは、上気道でよく増殖する

ことから、筆者はヒト呼吸器系、特に上気道由

来の株化細胞に着目し、咽頭由来上皮株化細胞

Detroit 562 細胞および鼻中隔由来扁平上皮株化

細胞 RPMI2650 細胞における季節性ウイルスの

増殖性について検討した。 

 

  

（倫理面への配慮） 

該当なし 

 

Ｃ．研究結果 

季節性インフルエンザウイルスは、細胞表面

上のいわゆるヒト型レセプターに結合し感染

を成立させる。これまでの研究から、ヒトの咽

頭ではヒト型レセプターが多く発現している

ことが報告されている。そこで、株化細胞であ

る Detroit562 細胞上におけるヒト型および鳥

型レセプターの発現について、MDCK 細胞と

比較した。その結果、Detroit562 細胞では、

MDCK 細胞と比較してヒト型レセプターを多

く発現しているが、鳥型レセプターは少ないこ

とが分かった。また一般にインフルエンザウイ

ルスはその出芽・放出において、上皮細胞の頂

端側から出芽・放出される。そこで Detroit562

細胞は株化細胞ではあるが極性を有するどう

か調べた。その結果、Detroit562 細胞は、細胞
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極性を有することが知られている MDCK 細胞

と同様に細胞極性の指標となるタイトジャン

クションのマーカー蛋白質を明瞭に発現して

おり、極性を有することが明らかとなった。 

次に、季節性インフルエンザウイルス

（A/H1N1pdm09 亜型、A/H3N2 亜型、B 型山形

系統および B 型ビクトリア系統）について、

Detroit562 細胞および RPMI2650 細胞での増

殖性を検討した。その結果、いずれの細胞株で

も増殖することが明らかとなった。しかしなが

ら増殖効率は、一般に使われている MDCK 細

胞（hCK 細胞）と比較して、Detorit562 細胞

では低く、RPMI2650 細胞では同程度であった。 

  

Ｄ．考察 

ヒト上気道由来の細胞（鼻中隔由来扁平上皮

株化細胞 RPMI2650 細胞）で、従来使われてい

る MDCK 細胞と同程度の増殖性を示した事は、

自然界での季節インフルエンザウイルスの生

態系により近い細胞環境において、ウイルス分

離・増殖を実施することが可能なことを示唆し

ている。今後は、検体からの分離効率や分離さ

れたウイルスの遺伝子にある変異を調べ、実際

のサーベイランスに活用できるかどうかを検

討する予定である。 

 

Ｅ．結論 

ヒト上気道由来株化細胞において、従来使用

されている MDCK 細胞（hCK 細胞）と同程度の

季節性ウイルスの増殖性を示した。自然界での

季節性ウイルスの生態系に近い細胞環境での

増殖と考えられる。 
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